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第 3 章で、は上述のマクロ土地利用代替案をコントローノレトータノレとしてその 2 次元空間分布を 1/2標
準メッシュ(約 500m x 500m の短形分割単位)上に配分するためのメッシュレベノレ土地利用変容モ
デノレを開発している。そしてメッシュ上での土地利用の動的な空間分布が乙のモデノレによってよく表現
され得ることをシミュレーションにより確かめている。
















(2) マクロモデノレの出力をコントロー jレトータルとして， 500 m メッシュレベノレで土地利用を表現す
るモデルを多変量解析法と競合立地論を適用して構築し ミクロな土地利用の変化が乙のモデルによ
って精度良く描き出せることをシミュレーションによって確かめている。
(3) 住民の都市環境に対する選好構造を定量的に表現するモデノレとして 多属性効用関数と集団意志決
定理論にもとづく都市環境評価モテ、ルを提案し，住民のアンケート調査データのみからモデノレを構築
する方法を確立している。そしてミクロ土地利用モデノレと評価モテ、ノレを結合する乙とにより，土地利
用の変化によってもたらされる都市環境の変化が住民の都市環境評価に及ぼす多様な影響を動的かっ
定量的に表現する乙とを可能にしている。
以上のように本論文は，都市の土地利用計画立案支援に有効な 1 つのシステムを提示するものであり，
都市計画，システム工学の分野に寄与すると乙ろ大である。よって本論文は博士論文として価値ある
ものと言忍める。
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